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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

いろいろな症状を抱える利用者様同士の共同
生活の中での精神的影響に対する支援方法と
予防の工夫が必要。

気分転換を図る機会を提供し、利用者様間
の関係性や悩みについて理解していく。

屋内だけの取り組みだけではなく、外気浴や畑
を活用した取り組みを実践していく。

3～6ヶ月

2 48

ＡＤＬの状態により対応可能な役割となってしま
うことがある。

個別な取り組みの他、みんなで一緒にでき
る機会を増やしていく。

能力を理解した中で、楽しんで参加してもえら
えるようなレクリェーションや日常生活の中での
取り組みの機会を提供していく。 3～6ヶ月

3 38

生活のリズムができるのは良いが、一人ひとり
の要望に応じた支援には至っていない部分が
ある。

できる範囲で時間を調整しながら、職員で
分担して個別な対応を図れる機会を提供し
ていく。

集団レクリェーションの他、運動や脳トレーニン
グなど利用者様の機能や能力に合わせた取り
組みを計画的に実施していく。 3～6ヶ月

4 51

家族との交流を深める工夫を行う必要がある。 季節の便りを出すことによりご家族に近況
を伝えるなどの繋がりを継続する。

電話をすることや手紙を書くことが出来ない方
は、お手伝いして家族との繋がりを続けてもら
えるように支援する。 3～6ヶ月

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


